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東南 アジア ・オセアニアにお ける諸民族文化のデータベースの作成 と分析

食 物 ・料 理 法  1400

 吉  田  集  而*
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1.サ ゴ ヤ シ澱 粉(1401)

 サ ゴヤ シは根 栽 農 耕 と深 くか か わ った項 目で あ り,タ ロイ モ栽 培(1301)や ヤ ム イ

モ栽 培(1303),サ ッマ イモ 栽 培(1304),パ ンノ キ栽 培(1305),料 理 バ ナ ナ栽培(1306)

な どの 項 目 を も参照 して い た だ きた い。 サ ゴヤ シの 分布 は,多 くの 場 合 これ らの 栽 培

植 物 と併 存 して い る もの で あ る。 そ して,サ ゴ ヤ シ澱 粉 の 重要 度 が 高 い ほ ど,他 の栽

培 植 物 の重 要 度 は減 少 す る関係 に あ る。

 今 回 の サ ゴ ヤ シ澱 粉 の 分布(図1)と,た とえ ば 中尾 の サ ゴ ヤ シの 分 布(図2)と

は少 し異 な って い る[中 尾 1966]。 す なわ ち今 回の 分 布 の方 が よ り狭 くな って い る。

それ は二 つ の理 由に よ るで あ ろ う。 ひ とつ は,か つ て は サ ゴ ヤ シ澱 粉 が 食 され て い た

が,現 在 で はす で に 忘 れ去 られて い る こ と。 今 ひ とつ は,サ ゴ ヤ シは分 布 して い るが,

そ の澱 粉 を 食 用 とは して い な い例 が あ る ことで あ る。 実 の と こ ろ,サ ゴヤ シは多 目的

な有 用植 物 で,食 用 は その 中の ひ とつ で あ る。 食 用以 外 で は,葉 は 屋根 材,壁 材,さ

らに は腰 み の材 な どに用 い られ,と くに屋 根 材 と して は広 く用 い られ て い る。 また,

大 葉 の 中肋 は壁 材 と して,こ れ も広 く用 い られ て い る。澱 粉 を 食 用 とす る ことが 落 ち

て も,こ れ らの使 用 は な お落 ちず,サ ゴ ヤ シの 栽 培,あ るい は 保 存 が 計 られて い る こ

とはか な り一 般 的 な ことで あ る。

 サ ゴ ヤ シ澱 粉 が主 食 と して 重 要 で あ る地 域 は,モ ル ッカ諸 島 か らニ ュー ギ ニア,メ

ラネ シ アの 一部 で あ り,他 の 地 域 で は穀 類 あ るい は根 栽 類 が よ り重 要 で あ る。 ま た,
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図1サ ゴヤシ澱粉(1401)の 分布
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図2 サゴヤ シの分布

  [中尾 1966]に よる

前者 の 中 で もニ ュ ーギ ニ アで は,サ ゴ ヤ シは低 地 に しか分 布 せ ず,ニ ュー ギ ニア 高 地

で は根 栽類 が 重 要 な 地域 で あ る。

 ヤ シ科 植 物 の 幹 か ら澱 粉 を 採集 して 食 用 に 供 す とい うの はサ ゴギ シに と どま ら な

い 。 南 米 の ア マ ゾニ ア 地方 で はMauritia .flexuosaな どか ら澱 粉 を 採 集 して い る し

[RUDDLE 6'鳳 1978],イ ン ドか ら東 南 ア ジア に か けて は ク ジ ャク ヤ シ属 や サ トウ

ヤ シ属 の ヤ シか ら も澱 粉 が 採 集 さ れて い る。 この 分布 図 の 中で ,ア ッサ ムの カ シ丘 陵

に住 むKhasiに もサ ゴ ヤ シ澱 粉 の 採集 が見 られ るが,こ れ はサ ゴヤ シその もの で は
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なく,ク ジャクヤシ属植物からの採集であろうと思われる。

 サゴヤシから澱粉をとる技術は,お そらくニューギニア北岸で発展 したものであろ

う。サゴヤシ属の自然分布をみるとニューギニア北岸からフィジーにいたる地域に集

中しているからである。中尾は他のヤシからも澱粉が採集されることに注 目して,こ

の技術を東南アジァ起源とみているが,む しろニューギニアで発達 したサゴヤシから

澱粉をとる技術が東南アジアに伝えられ,他 のヤシに応用されたと考えた方がより自

然であると思う。サゴヤシ以外では,幹 に含まれる澱粉の量は極めて少なく,よ ほど

のことがないかぎり採集 しない場合がほとんどであるからでる(多 分,ヤ シの新芽食

いは,よ り広い地域で行なわれていたであろう。サゴヤシの澱粉採集は,こ の新芽食

いから派生 したものと考え られる)。 ただ し,南 米の例を考えれば,ヤ シ科植物の幹

から澱粉をとる技術は,ニ ューギニアと南米の二元発生が考えられるが,同 時に東南

アジァ起源のヤシ澱粉採集も加えうるかもしれない

2.乳 製 品(1402)

 動 物 の 乳 をか す め と って,人 間 の 食 料 の レパ ー ト リー に ひ とつ 加 え る とい う知 恵 は

遊 牧 民 ・牧 畜 民 の もので あ る。 今 回 検 討 す る地 域 に は脂 肪 分 の 多 い 乳 を 出す 水 牛 の よ

うな 家畜 は分 布 す るが,こ の乳 利 用 は 見 られ ない 。 む しろ,ニ ュー ギ ニ ア に お け る よ

うに,人 間 の 乳 を ブ タ が飲 む例 があ る。 単 な る家 畜飼 育 の文 化 と,乳 を利 用す る遊 牧

民 ・牧 畜 民 の 文 化 と は全 く異 な った 文 化 で あ る。 そ して,こ の 地域 に は遊 牧 民 ・牧 畜

民 は 存在 せ ず,従 って乳 製 品 も存 在 しな いの が 全 体 的 な像 で あ る。

 しか し,い くつ かの 民 族 で 乳 製 品 の存 在 がマ ー クさ れて い る。 マ ダ ガ ス カル 島の 例

は ア フ リカ本 土 の バ ンツ ー系 牧 畜 民 の 影 響 に よ って 受容 さ れ た も の,Nashi, Pai,

Tulungは チ ベ ッ ト文 化 の 影 響 下 で 牧 畜 文 化 を 受容 し た も の, Burmcse, Cambo-

dian, Chamは イ ン ド文 化 の影 響 を受 けて 乳製 品 の 使 用 が は じま った もの と推 定 され

る。 この よ うにaい ず れの 場 合 も,牧 畜 民 の文 化 の 影 響 で 乳製 品の 使 用 が始 ま った も

の で,在 来 の 文 化要 素 で は な い。 なお,イ ン ド文 化 の東 南 ア ジ アへ の 影響 は非 常 に大

きな もの が あ り,そ の 中で 先 の三 つ の 例 だ けが 乳 製 品 を も って い るの は,イ ン ド文 化

の 受容 の仕 方 が 他 の場 合 と異 な って い る ことを 想 像 させ る。

 これ ら以 外 の,フ ィ リピ ンのTagalog,ス マ トラのRedjang,ス ラ ウ ェ シのSou・

thern, Toradjaの3例 は,お そ ら く近 代 に な って,西 洋 文 明の 影 響 下 で 乳利 用 が始 ま

った もの であ ろ う。 ヨー ロ ッパ 文 化 も牧 畜民 文 化 を と もな った 文 化 で あ る。
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3.魚 醤(1403)

 魚醤は魚を塩づけに して得られる,塩 分を含んだアミノ酸調味料であり,東 アジァ

の大豆を原料とした豆醤 と並べられる同系統の調味料である。

 アジアの魚醤を調査研究 した石毛[1986]に よれば,魚 醤に含まれるものに5種 あ

る。塩辛,塩 辛ペースト,小 エビ塩辛ペースト,魚 醤油,小 エビ醤油である。今回の

図3魚 醤 油 の 分 布
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分 布 図(図3の 破 線)と 石 毛 の魚 醤 油(図3の 実線)と 比 べ て み ると,だ い た い に お

いて 一 致 して い るが,石 毛 の記 す ジャ ワや ボ ル ネ オの ポ ンテ ィア ナ ックあ た りの分 布

が ぬ けて お り,0方,石 毛 の 図 中 に は,ス マ トラ,マ レー半 島 が 抜 けて い る。 この ス

マ トラ島 や マ レー半 島,ボ ル ネ オ のIbanに 存在 す る もの は おそ ら く小 エ ビを用 いた

塩 辛 ペ ー ス トで あ る と思 わ れ る。 そ うで あ るな ら,フ ィ リ ピ ンのパ ナ イ島 や ネグ ロ ス

島 にあ って もよ い こ とに な る。 さ らに 筆 者 の 知 る ス ラ ウ ェ シのMinahasaの 塩 辛 の

用 い られ方 を みて い る と,塩 辛 も魚醤 の一 種 で あ り,こ れ らを加 え た もの が 魚醤 と み

た方 が よいで あ ろ う。

 魚醤 の よ うな もの は,民 族 誌 に往 々に して 記 述 され て いな い可 能 性 が あ る。 それ が,

今 回 の 分布 図 にあ らわ れ て い るの で あ ろ う。今 回の 分 布 図 を石 毛 の 広 義 の魚 醤 の 分布

図 で修 正す る と図3の 細 破線 で しめ した よ うに な る と思 わ れ る。

 魚醤 の も っと も古 い記 録 は 中 国に 見 られ,豆 醤 が 開 発 され る以 前 にす で に魚 醤 は存

在 して いた 。 そ して,こ の 中 国の 魚醤 が東 南 ア ジアに み られ る魚 醤 の 起 源 で あ る可 能

性 も掴 い わ けで はな い 。 しか し,一 時 期 に大 量 に とれ る魚 の 保 存法 か ら独 立発 生 した

と考 え た方 が む しろ よい よ うで あ る。石 毛 は,こ の 東 南 ア ジア の魚 醤 の 起 源 に つ いて

オー ス トロネ シア系 のCham,オ ー ス トロ ァ ジ ァ系 のMonが 関与 して い るので は な

い か とい う説 を提 出 して い るが,中 国起 源 説 よ りは説 得 的 で あ る と私 も考 え て い る。

4.キ ン マ 噛 み(1404)と カ ヴ ァ(1406)

 キ ンマ(ベ テ ル ・ナ ッッ)と カ ヴ ァは東 南 ア ジアか らオ セア ニ ア にか けて 分布 す る特

異 な 趣好 品で あ り,多 くの人 々の 注 目を 集 め て きた。 リヴ ァース(Rivers, W.H.R)

[1914]の よ う にKava-People, Betel-Peoplcと 二 つ の 異 な った文 化 を もつ グル ープ

を設 定 して,そ の 移 動 を考 察 す る よ うな論 述 まで あ る。

 今 回 の分 布 図(図4)を み る とべ テ ル ・チ ュー イ ング は,東 南 ア ジ ァ全域 か らニ ュ

ーギ ニ ア,メ ラネ シア,ミ ク ロネ シアの0部 に か け て分 布 して い る。一 方,カ ヴ ァ・ド

.リン キ ング は ポ リネ シア,メ ラ ネ シア,さ らに ミク ロ ネ シア,ニ ュ ーギ ニ アの 一 部 に

分 布 して い る。 そ して,そ の分 布 の 重 複 す る地 域 が ニ ュ ー ギニ ア の一 部 とMalekula,

Banksに み られ るが,図4の よ うに,ベ テル ・チ ュ ー イ ング と カ ヴ ァ ・ド リン キ ン

グ はか な り明確 な分 布 域 を もつ こ とが わ か る。

 ベ テル ・チ ュ ー イ ング は,お そ ら く,マ レー半 島 に 起 源 した もの で あ ろ う。 ベ テル

その もの の起 源 地 が マ レー半 島 と考 え られ る か らで あ る。 しか し,ど の 民族 が ベ テル
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    図4 キ ンマ噛み(1404)と カヴァ(1406)の 分布

辞はキ ンマ,*は カヴァ,■ はキ ンマとカ ヴァの両方をもつ民族を示す
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・チ ュー イ ング を は じめ た か は も と よ り不 明 であ る
。 そ して,こ の 地 域 で 発 生 した と

考 え られ る ベ テル ・チ ュー イ ング は各 地 に 伝播 して い った。 その 中で 特 に 重 要 なの は

イ ン ドへ の 伝 播 で あ る。 こ こで ベ テ ル ・チ ュー イ ングは 洗練 され,再 び東 南 ア ジア世

界 に伝 え られた と考 え られ る。 この よ うに 考 え る こ とに よ り,イ ン ド文 化 の 影響 を ほ

とん ど受 けて い ない と考 え られ る地 域 に もベ テル ・チ ュー イ ングが み られ る こ との 説

明 も可 能 に な る一方,タ イや ジ ャ ワに お け る洗 練 され た べ テル ・チ ュ ー イ ングの 存 在

も説 明 し得 る。

 カ ヴ ァ ・ド リンキ ングの起 源 に つ いて も諸 説 あ るが,も っ と も蓋 然 性 の 高 い仮 説 は

べ テ ル ・チ ュー イ ングか ら派生 した と い う説 で あ ろ う。 日本 の茶 か ら派 生 した とい う

説 は い か に も荒 唐 無 稽 で あ る が,次 に取 りあ げ る発 酵 茶 を 考 えれ ば,な お検 討 の余 地

の あ る説 で あ る。 また イ ン ドの ソ ーマ 説 とい うもの もあ る が,こ れ は検 討 の 必 要 もな

いで あ ろ う。 さ らに,口 噛 み酒 と強 い 関係 があ る とい う説 もあ る。 カ ヴ ァの 調整 過 程

に お いて,噛 ま れ る ことに 着 目 した 説 で あ るが,直 接 的 な証 拠 は な い 。

 私 は カ ヴ ァ ・ド リンキ ングは べ テ ル ・チ ュ ー イ ング か ら派 生 した と考 え て い る。 イ

ン ドか ら イ ン ドネ シア にか けて の べ テ ル ・チ ュ ーイ ングで は キ ンマ の 葉 が用 い られ て

い る。 しか し,ニ ュー ギニ ァで は キ ンマの 花 穂 あ るい は茎 が 多 く用 い られて い る。 葉

が 用 い られ る際 に も,葉 は丸 めて 棒 状 に して 噛 ま れ る。 この変 異 は,ベ テ ル ・チ ュ

ー イ ング が ニ ュ ー ギニ ア に伝 え られ て 変 化 した と考 え られ る
。 さ らに,わ ず か に見 ら

れ る ニ ュー ギ ニ ア にお け る カ ヴ ァ ・ド リン キ ングで は,葉 や茎 も根 と と もに 噛 ま れ て

調整 され る。 この 両 者 の違 い は,噛 まれ る植 物の 違 い と噛 ま れ た後 の 取 り扱 い 方 の違

いで あ る。 す なわ ち,ベ テ ル ・チ ュ ー イ ングで は キ ンマ(Piper betle)が,カ ヴ ァ ・ド

リンキ ングで は カヴ ァ(Pψ67膨 吻 ∫`蜘切 が 用 い られ て い る。 この 両 者 は と もに コ シ

ョウ属(1)iper)に 含 ま れ,キ ンマ の 代 用 に カ ヴ ァが 用 い られ た可 能 性 は十 分 に 考 え ら

れ る。 そ して,前 者 で は噛 ん で 吐 か れ るだ けで あ るが,後 者 で は 噛 ん だ 後 の 液 が集 め

られ て 飲 まれ る。 ここの と こ ろの説 明 が なか なか に難 しい。 先 の 口噛 み酒 説 で は この

点 に おい て 同 じプ ロセ スが 見 られ る こ とを 根 拠 と して い る。 しか し,噛 まれ る もの が

あ ま りに違 い す ぎ る し,分 布 に お いて も離 れ す ぎ て い る。私 は,噛 ん で吐 い た もの を

飲 む とい う方 法 は,東 洋 の 口噛 み酒 と は別 に ニ ュー ギニ アで発 生 した もの と考 え て い

る。 そ して,ニ ュ ーギ ニ ァ あ た りで 発 生 した カ ヴ ァ ・ド リンキ ング は,儀 礼 と結 び つ

いて 発 展 し,東 方 に伝 え られた と思 わ れ る。
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5. 発 酉孝茶 (1405)

 発酵という技法が発達 している地域がある。東 アジァから東南アジア大陸部の山地

民の地帯である。次項の酒の内,こ の地方ではカビ発酵酒が造 られているし,発 酵大

豆や漬物も見 られる。その中のひとつとして発酵茶がある。,

 茶には,発 酵茶と非発酵茶の2種 がある。そして,茶 は今では飲みものとして広 く

用いられているが,あ る種の発酵茶は食物であったり,噛 まれるものであったりする。

起源的にいえば,お そらく食べる茶が最初のものであろう。茶あるいは茶類似の植物

の芽食いがはじまりであり,そ の漬物が食べる茶である。噛み茶は,そ の派生品であ

り,飲 む茶は食べる茶の発展形態というわけである。おそらく,噛 み茶はべテル ・チ

ューイングとは関係なく成立 したものと思われる。

 今回の分布図を見ると,大 陸部の分布は十分に予想されるものであるが,フ ィリピ

ンのBontok lgorotだ けが予想と異なる分布である。 この例が近年に始まったもの

でないならば,非 常に興味のある例である。

6.酒(1407)

 こ こで 取 りあ げ る酒 は その 種 類 を 問 うて い な い 。 そ の た め,澱 粉 か ら造 られ る酒 も

糖 か ら造 られ る酒 も区別 され て い な い。 一 般 的 にい つて,カ ビを用 い て穀 物 か ら酒 を

造 る分布 は東 南 ア ジァ全 体 に 見 られ,ニ ュ ーギ ニァ 以 東 で は 分布 して い な い 。一 方,

ヤ シ酒 に代 表 され る糖 か ら造 る酒 は これ よ り も さ らに 分 布 の広 い もの で あ る。 こ の ヤ

シ酒 に用 い られ る ヤ シは サ トウヤ シや ココヤ シだ け で な く,ウ チ ワヤ シ,ク ジャ ク ヤ

シ,タ ラバ ヤ シ(Coり 艸 側 彦απ),ニ ッパ ヤ シな ど もヤ シ酒 造 りに用 い られ る。

 この カ ビ酒 とヤ シ酒 の 区別 が ない 場合 は,む しろ酒 の 分 布 して い ない 地 域 の方 に 意

味 が あ る。 た だ し,酒 の な い地 域 の 分布 の 中で は,記 述 の な か った もの,あ るい は不

明の もの を含 ん で い るた め,そ の 点 に は注 意 を 要 す る。

 まず 第1は,AndamaneseやSemang, Senoi, Kubuさ らに オー ス トラ リアの 民族

な ど狩 猟採 集 民 に は酒 が な い。 これ は世 界 的 な現 象 で,酒 は農 耕 あ る い は牧 畜 の レベ

ル にな って初 めて 出 現 す る もの と考 え られ る。 さ らに,ニ ュ ー ギニ ア か らメ ラネ シア,

そ して ポ リネ シアの 一 部 に は酒 が な い。と くに ニ ュ ー ギ ニ アで はGidra, Waropenを

除 いて 酒 を 飲 む と い う記 録 は な い。 根 栽 農耕 を 行 な って は い るが,多 くの 社 会 で はな

お狩 猟 採 集 民 的性 格 を 保 持 して お り,そ の レベ ル に あ る と考 え られ る。 ま た,メ ラ ネ
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図5　 地炉石 焼(1409)と 頭骨保存(4107)の 重複分布図
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図6 地 炉石焼(1409)と あや とり(5311)の 重複分布図
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シァ な ど で は酒 に 代 わ るカ ヴ ァ ・ド リンキ ングが あ り,こ れ と拮 抗 して い たの か も し

れ な い。 そ して,こ れ らの 地 域 は もと もと酒 の な か った地 域 で,現 在 で は逆 に アル コ

ー ル依 存 症 が 問 題 とな って い る地域 で もあ る
。

今 ひ と つ は イス ラ ム圏 で あ る。MalayやNegri Sembilan Malay, Acheh,

Sundaneseな ど はそ れ に あ た る。 ジ ャ ワに は タ パ イ と よば れ る酒 とお菓 子 の 中間 の

よ うな もの が あ るが,人 々の認 識 と して は 菓 子 で あ る。 もと も と,こ れ らの 地 域 に は

酒 が あ った が,後 に イ ス ラム教 が 入 って きて 酒 が 消 え た地 域 で あ り,ジ ャワの よ うに

菓 子 に残 る こ と もあ る。

7. 曾瓦 (1408)

 甑は,粉 製品にも用いられるが,東 南アジァという地域においては,縮 性の穀物と

の相関性を考えればよいであろう。縮性の穀物,特 に糀米の調理に際 しては,甑 は重

要な用具である。ただし,濡 米の調理に必ず甑が必要というわげではない。竹筒に入

れたり,ヤ シの葉で包んで煮るような方法もある。糀米が分布 していて,甑 の見られ

ない地域はこうした方法で調理 していると思われる。それはさておき,甑 は東南アジ

ア大陸部の山岳地帯 と台湾に集中している。この地域の編米 ・儒粟の重要性が推測さ

れる。他は,マ レー半島からスマ トラ島,ジ ャワ島,小 スンダ列島,ス ラウェシ島に

分布 している。これらの地域においても,儒 米がよく用いられていたことを示すもの

であろう。

8.地 炉 石 焼(1409)

 甑 が東 南 ア ジア的 要 素 とす れば,地 炉 石 焼 はオ セ ァ ニ ア的 要 素 の代 表 例 で あ る。 例

外 は 台湾 とマダ ガ ス カ ル 島,Lushai, Kalinga, Andamaneseぐ らいで あ ろ う。 こ う

した 例 を見 て い る と,こ の調 理 法 はか な り古 い もの で,後 に 他 の 調理 法 に と って 変 わ

られ て,東 南 ア ジァ地 域 で は消 え て しま った ので は ない か と考 え られ る。

 この調 理 法 と 頭骨 保 存(4107)と が共 存 して い る 分 布(図5)を 取 って み る と,

LushaiやAndamaneseを 含 めて よ く一 致 す る 。 また,あ や と り(5311)と 共 存 す

る分 布(図6)を 見 る と,台 湾 お よびKalingaを 含 めて,こ れ もよ く0致 して い る。

頭骨 保 存 や あ や と り も,狩 猟 採 集民 の 頃 か ら存 在 した古 い文 化 要 素 と思 わ れ る が ど う

で あ ろ うか 。
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